
全国小学校社会科研究協議会　東京大会

中央区立日本橋小学校
大会主題　社会とつながり未来を創る子供の育成
～社会的事象の見方・考え方を働かせ、主体的に問いを追究する学習を通して～

　　　　　令和５年１１月１０日（金）　
　　午前８時５０分から午後４時３０分まで
　　　　８：３５～　受付開始
　　　　８：５０～　生活科・幼稚園公開授業
　　　　９：４０～　社会科公開授業

特別来賓

德川宗家 19 代当主
德川　家広 氏

(公益財団法人德川記念財団理事長 )

日本橋小学校
校長　児玉　大祐
( 学習指導要領編集協力者 )

國學院大學
教授　安野　功 先生
(元文部科学省教科調査官 )

地域教材の開発 教材との出会い× ＝
主体的に 「問い」 を

追究する児童

研究のコンセプト



地域の「日本橋消防団」
江戸から続く「日本橋三越本店」ほか

３年

日本橋最大の祭り「べったら市」
震災復興日本橋まちづくり「後藤新平」ほか

４年

地域に本社を置く「読売新聞社」
優れた技術の文房具「ぺんてる」ほか

５年

日本橋の再開発「三井不動産」「首都高速道路」
地域の老舗浮世絵版元「伊場仙」ほか

６年

研究特設サイトはこちら

社会科
公開授業

(８ ： ３５〜)

タイムテーブル

これまでの実践紹介


